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４．Stage IIおよび IIIの大腸がんに対する術後補助化学療法の薬剤経済学的解析 
大腸がんの術後補助化学療法 capecitabine + oxaliplatin (CapeOX) 療法の薬剤関連費は
1,363,060円に対し、5-fluorouracil/leucovorin + oxaliplatin (FOLFOX6) 療法は 1,609,649
円であり、同等であることが見出された。また、capecitabine療法および uracil and 





５．進行・再発大腸がんに対する regorafenibと trifluridine/tipiracilの費用対効果の比較 
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 外来がん化学療法の治療効果を向上させるため、薬剤師はチーム医療の一員として
患者やその家族に治療に関する情報提供と指導を行い、アドヒアランスの向上と副作
用の軽減に貢献している。本研究ではがん化学療法施行患者に対し薬剤師が継続的に
患者指導を行うことがアドヒアランスの向上に繋がることを解析結果から明らかにし
ている。大腸がん治療ガイドラインにおいては標準的術後補助化学療法が示されてお
り、医師は個々の患者における効果、副作用などを考慮して治療法を選択しているが、
がん治療における高額な医療費が国民医療費を圧迫し大きな問題となっている昨今に
おいて、費用対効果も考慮した治療レジメンの選択が重要になってきている。代表的
なレジメンである capecitabine療法をUFT/LV療法と比較した場合、治療完遂率、相
対用量強度および副作用発現頻度に差がなかったにもかかわらず capecitabine 療法
の方が安価であり、薬剤関連費の削減につながることを明らかにした。 
 以上、本研究は、「薬剤管理指導業務」および勤務先病院で開設した「薬剤師外来」
で蓄積したデータを解析し、薬剤師の継続的な患者指導や処方提案が患者の不安の軽
減や化学療法に必要な費用の削減に寄与し、安心で安全ながん化学療法の施行に貢献
できることを明らかにしたもので、博士（薬学）論文として価値あるものと認める。 
 
